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「
三
鷹
市
国
民
保
護
計
画（
素
案
）」に
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
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課
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線
2
2
8
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
三
鷹
の

教
育
が
目
指
す
基
本
的
か
つ
総
合

的
な
構
想
で
あ
る
「
三
鷹
市
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）」
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
の
案
は
、
昨
年
度

に
設
置
し
た
４
人
の
学
識
経
験
者

で
構
成
す
る
「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
策
定
助
言
者
会
議
」
に
よ
る

「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

に
向
け
て
の
提
言
（
最
終
ま
と

め
）」
を
受
け
、
三
鷹
市
の
地
域

特
性
を
生
か
し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
「
人
間
力
」
と
「
社
会
力
」
を

一
層
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
基
本

的
な
視
点
に
お
い
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
の
案
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
幅
広
い
意
見
を
い
た
だ

き
、「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

三
鷹
市「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）」

の
概
要

◆
位
置
付
け

「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

平
和
の
希
求
、
人
権
の
尊
重
、
自

治
の
実
現
を
基
本
理
念
と
す
る

「
三
鷹
市
基
本
構
想
」
お
よ
び

「
第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画
（
改

定
）」
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

三
鷹
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
三
鷹
の
教
育
が
め
ざ
す
基
本

的
か
つ
総
合
的
な
構
想
と
し
て
、

施
策
の
方
向
を
定
め
る
も
の
で

す
。

◆
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
め
ざ
す
子
ど

も
像「三

鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）」

で
は
、「
人
間
力
」
と
「
社
会
力
」

を
兼
ね
備
え
た
子
ど
も
を
育
成
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、

次
の
よ
う
な「
め
ざ
す
子
ど
も
像
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◇
自
分
を
愛
し
、
他
人
を
愛
せ
る

人

７月31日までに実施した「学校給食の充実と効
率的運営に関する実施方針（案）」についてのパブ
リックコメントでは、４人の方と１団体から37件
のご意見をいただきました。教育委員会では、いた
だいたご意見をもとに検討を行い、同実施方針を確
定しました。主なご意見とそれに対する教育委員会
の考え方は以下のとおりです。

■食育に関する提案など
◆市内産野菜を通した食育を推進するため、給食に
おける市内産野菜の活用を今後も推進してもらいた
い。
⇒今後も協力農家、実施校をさらに増やし、学校
給食における市内産野菜の活用の拡大を図ります。
◆献立は主食・主菜・副菜の一汁二菜を基本とした
和食を推進されることを希望する。
⇒主食・主菜・副菜をそろえ、栄養バランスに優
れた和食を中心とした献立の充実を図ります。
■食物アレルギー対応への要望
◆食物アレルギーの子どもたちの割合が増加してお
り、食物アレルギーの状況に対応できる給食の実施
について検討してほしい。
⇒アレルギー食に対応可能な少量調理器具の導入

を図ることを実施方針に追加するとともに、市内全
小・中学校で同じ対応が図れるよう、アレルギー対
応ガイドライン検討チームを組織し、検討していき
ます。
■効率的運営に関する意見など
◆自校方式の長所が失われる給食調理業務の民間委
託に反対である。
⇒自校方式を堅持しながら、給食内容をさらに充
実するとともに、学校給食を一層効率的に運営する
観点から、調理業務に限って民間委託を行うことと
しました。
◆今後の委託導入に関する採決の方式、スケジュー
ルなどを記載してほしい。
⇒実施方針に今後のスケジュールの項目を追加
し、具体的なスケジュールを明記しました。

このほか、給食内容、食材の調達方法、委託業者
などの選定方法およびチェック体制などについての
ご意見をいただきました。

【主なご意見】（⇒以下は教育委員会の考え方）

平
成
16
年
９
月
施
行
の
国
民
保

護
法
で
は
、
外
国
か
ら
の
武
力
攻

撃
や
大
規
模
な
テ
ロ
な
ど
が
発
生

し
た
際
に
は
、
国
、
都
道
府
県
、

区
市
町
村
が
連
携
協
力
し
て
、
国

民
の
生
命
、
身
体
や
財
産
を
保
護

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
民
保
護
計
画
」
は
、
万
が

一
こ
う
し
た
事
態
が
発
生
し
た
場

合
に
、
住
民
の
避
難
や
救
援
、
被

害
の
最
小
化
な
ど
の
措
置
を
迅
速

か
つ
的
確
に
行
う
よ
う
、
あ
ら
か

じ
め
都
道
府
県
と
区
市
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
策
定
し
て
お
く
も
の
で
す

（
別
図
参
照
）。

市
で
は
、「
三
鷹
市
国
民
保
護

計
画
」
の
今
年
度
中
の
確
定
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、
こ
の

た
び
素
案
の
取
り
ま
と
め
が
終
了

し
ま
し
た
。
こ
の
素
案
に
つ
い
て

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

「
三
鷹
市
国
民
保
護
計
画（
素

案
）」の
基
本
的
な
考
え
方

三
鷹
市
の
国
民
保
護
計
画
は
、

国
の
基
本
指
針
や
東
京
都
の
計
画

に
基
づ
き
、
武
力
攻
撃
事
態
な
ど

へ
の
対
処
や
平
素
か
ら
の
備
え
の

大
枠
を
示
す
も
の
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
市
内
で
の
国
民
保
護
措

置
を
総
合
的
に
推
進
す
る
よ
う
、

災
害
対
策
の
仕
組
み
を
最
大
限
に

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
三
鷹
市
国
民
保
護
計
画

（
素
案
）」
の
概
要

第
１
編
　
総
論
　
　

国
民
保
護
に
関
す
る
市
の
責
務

や
基
本
方
針
、
計
画
が
対
象
と
す

る
事
態
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
２
編
　
平
素
か
ら
の
備
え
や
予

防
有
事
に
際
し
て
的
確
か
つ
迅
速

に
国
民
保
護
措
置
を
実
施
で
き
る

よ
う
、
市
役
所
や
関
係
機
関
の
組

織
・
体
制
の
整
備
、
物
資
や
資
材

の
備
蓄
整
備
、
啓
発
の
あ
り
方
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
３
編
　
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の

対
処有

事
の
際
の
初
動
連
絡
体
制
と

初
動
措
置
、
対
策
本
部
の
設
置
や

関
係
機
関
と
の
連
携
、
警
報
や
避

難
指
示
・
避
難
誘
導
、
安
否
情

報
・
被
災
情
報
の
収
集
や
提
供
、

武
力
攻
撃
や
Ｎ
Ｂ
Ｃ
攻
撃
（
核
・

生
物
・
化
学
兵
器
に
よ
る
攻
撃
）

に
よ
る
災
害
へ
の
対
処
、
保
健
衛

生
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
４
編
　
復
旧
等

武
力
攻
撃
災
害
に
対
す
る
応
急

復
旧
の
た
め
の
措
置
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

第
５
編
　
大
規
模
テ
ロ
等
（
緊
急

◇
基
礎
的
な
学
力
が
備
わ
っ
て
い

る
う
え
、
自
ら
積
極
的
に
学
び
続

け
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
人

◇
よ
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
の
判
断

が
で
き
、
自
ら
主
体
的
に
考
え
、

判
断
し
、
行
動
し
、
そ
し
て
責
任

を
負
え
る
人

◇
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
適
切
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
人

◇
地
域
社
会
、
ひ
い
て
は
よ
り
広

い
社
会
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
も
ち
、
社
会
を
よ
く

す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
人

◆
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
方
針
と

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的

な
施
策

「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）」

で
は
４
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
方
針
を
実
現
す

る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

q
安
心
と
信
頼
の
あ
る
学
校

ゼ
ロ
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
「
連

携
教
育
」
を
確
立
し
て
、
三
鷹
市

民
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら

れ
る
信
頼
の
あ
る
教
育
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

①
幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
の

連
携

②
義
務
教
育
９
年
間
に
責
任
を
も

つ
「
新
し
い
義
務
教
育
学
校

（
小
・
中
一
貫
教
育
校
）」
の
全
市

展
開

③
基
本
的
な
力
を
つ
け
る
た
め
の

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供

④
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の
状
況
に

応
じ
た
、
き
め
細
や
か
な
教
育
支

援⑤
地
域
諸
団
体
と
連
携
し
た
安
全

対
策

r
自
律
し
た
学
校

教
育
委
員
会
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
学
校
の
こ
と
は
学
校
で
責
任

具
体
的
な
施
策

を
持
っ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
自

律
と
責
任
の
あ
る
学
校
を
つ
く
り

ま
す
。

①
校
長
の
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
く
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

②
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
通
じ

て
地
域
住
民
が
学
校
運
営
に
参
画

す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
制
度
の
導
入

③
意
欲
の
あ
る
、
三
鷹
に
ふ
さ
わ

し
い
教
員
の
配
置

④
教
員
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

s
地
域
と
共
に
創
る
学
校

魅
力
あ
る
学
校
を
地
域
と
共
に

具
体
的
な
施
策

創
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
力
（
＝

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
を
高

め
る
と
と
も
に
、
学
校
を
核
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

①
地
域
の
参
加
に
よ
る
学
校
の
共
創

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
・
大
学
・
研
究

機
関
な
ど
と
の
連
携

③
地
域
社
会
の
拠
点
と
し
て
の
学

校
づ
く
り
の
推
進

t
情
報
共
有
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
（
計
画
・
実
施
・
点
検
・
改

善
）
シ
ス
テ
ム

学
校
経
営
を
効
果
的
に
実
施

し
、
学
校
に
つ
い
て
の
情
報
共
有

を
促
進
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
学
校

で
質
の
高
い
教
育
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

具
体
的
な
施
策

具
体
的
な
施
策

①
教
育
活
動
の
計
画

②
教
育
活
動
の
実
施

③
教
育
成
果
の
点
検

④
課
題
の
改
善
や
調
整

「学校給食の充実と効率的運営に関する実施方針」が
確定しました

q教育委員会学務課@内線3238
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「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）」に
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
t
教
育
委
員
会
指
導
室
@
内
線
3
2
4
6

対
処
事
態
）
へ
の
対
処

テ
ロ
が
突
発
的
に
発
生
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
特
殊
性
に
着
目
し

た
初
動
対
応
力
の
強
化
や
対
処
な

ど
に
つ
い
て
、
特
に
必
要
な
事
項

を
定
め
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

▼
10
月
23
日
∑
ま
で
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し「
〒
181

―
８
５
０
５
三
鷹
市
教
育
委
員
会

指
導
室
」・
I
43
―
０
３
２

０
・

shido@
city.m

itaka.
tokyo.jp

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）」
の
全
文
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」か

ら
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、
指
導
室

（
教
育
セ
ン
タ
ー
１
階
）、
相
談
・
情

報
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
２
階
）、
市

政
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

パブリック・コメント�

実施方針の全文と、いただいたご意見およびそれに対
する教育委員会の考え方などは、相談・情報センター
（市役所２階）や市政窓口で配布しているほか、市のホー
ムページ「パブリックコメント」からご覧いただけます。

避
難
・
救
援�

被
害
の
最
小
化�

警報の発令�
国�

避難・救援措置指示�
NBC汚染への対処�
生活関連物資の�
価格安定等�

避難の指示�
救援�

緊急通報の発令� 発電所、水源地等�
の安全確保等�

都道府県�

警報の伝達�
避難住民の誘導�

退避の指示、警戒�
区域の設定等�

区市町村�

警報等の放送�
避難住民・緊急物資の�
輸送等�

電気・ガスの安定供給�
運輸・通信・郵便の�
確保等�

避難住民の誘導・救援、訓練参加等� 消火、負傷者の搬送、被災者の救助等�

指定公共機関・指定地方公共機関�

国民�

武
力
攻
撃
事
態�

へ
の
対
処�

国
民
生
活
の�

安
定�

国民保護のしくみ�
◆武力攻撃事態等が発生した場合、国・都道府県・区市町村・指定公共機関等は、�

「相互に連携し」「役割に応じて」「円滑かつ迅速に」�

国民保護措置を実施�

ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

▼
10
月
５
日
∫

ま
で
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
「
〒
181
‐
８
５
５
５
三
鷹
市

役
所
防
災
課
」
・
I
48
―
１
４

１
９
・

bousai@
city.m

ita
ka.tokyo.jp

へ
提
出
す
る
。

※
素
案
の
全
文
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」
か
ら
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、

防
災
課（
市
役
所
３
階
）・
相

談
・
情
報
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

２
階
）
・
市
政
窓
口
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

パブリック
コメント

市の重要な政策を策定する際に、原案を公表し広く市民のみなさんの意見を求
め、いただいた意見を考慮しながら政策を決定すること。


